
◎
６
月
９
日
提
出
・
16
日

採
決
の
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
は
、
８
４

１
７
万
円
増
額
で
、
補
正

後
の
総
額
63
億
１
１
７
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
内
容
は

○
国
の
地
方
創
生
加
速
化

交
付
金
等
で
２
０
８
０
万

円
、
○
繰
越
金
で
３
９
２

３
万
円
、
○
雑
入
で
２
２

５
０
万
円
（
中
電
よ
り
遊

歩
道
改
修
負
担
金
）。

歳
出
の
主
な
内
容
は

○
企
画
総
務
費
の
地
方
創

生
事
業
で
２
４
１
４
万
円

は
、
委
託
料
１
１
８
０
万

円
（
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
実
証
実
験
・
町
民
向
け

技
術
研
修
・
テ
レ
ワ
ー
ク

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
構
築
・
ウ

エ
ル
ネ
ス
ブ
ラ
ン
ド
構

築
）、
地
方
創
生
加
速
化

交
付
金
広
域
連
携
負
担
金

１
千
万
円
、
ま
ち
づ
く
り

事
業
費
で
、
緑
の
ふ
る
さ

と
協
力
隊
中
止
に
よ
る
負

担
金
減
額
等
と
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
の
家
賃
計
上

で
差
引
２
０
０
万
円
減
額
。

○
農
業
振
興
費
で
中
山
間

地
域
等
担
い
手
収
益
力
向

上
支
援
事
業
費
補
助
金
１

１
５
万
円
、
茶
茗
舘
加
工

場
改
修
費
等
１
０
３
万
円
、

○
林
業
振
興
費
で
「
木
の

駅
事
業
」
の
備
品
購
入
費

他
１
９
９
万
円
、
○
観
光

費
で
寸
又
峡
遊
歩
道
落
石

安
全
対
策
確
保
委
託
料

４
５
０
０
万
円
（
半
額
中

電
よ
り
）、
リ
バ
ー
レ
イ

ド
実
行
委
員
会
補
助
金

１
０
０
万
円
。
○
教
育
総

務
費
で
私
立
幼
稚
園
補
助

金
１
８
６
万
円
、
若
者
交

流
セ
ン
タ
ー
奥
流
（
お
う

る
）
生
ご
み
処
理
機
購

入
・
倉
庫
棟
・
駐
輪
場
設

置
費
等
４
２
６
万
円
等
。

○
そ
の
他
、
債
務
負
担
行

為
の
補
正
で
、
次
の
２
件

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

①
川
根
高
校
南
麓
寮
増
築

棟
賃
貸
借
契
約
（
29
～
33

年
度
）
５
０
５
５
万
円
）。

②
文
化
会
館
自
主
事
業

パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
（
29
～
33

年
度
）
２
３
１
０
万
円
）

特
別
会
計
補
正
予
算

◎
い
や
し
の
里
診
療
所
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
は
、
29
万
２
千�

円
増
額
し
、
補
正
後
の
総

額
４
７
３
９
万
円
と
す
る

も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
、

い
や
し
の
里
診
療
所
を
ふ

じ
の
く
に
ネ
ッ
ト
に
加
入

す
る
負
担
金
24
万
円
と
通

信
運
搬
費
５
万
２
千
円
を

一
般
会
計
よ
り
繰
り
入
れ

る
も
の
で
す
。

条
例
の
一
部
改
正

◎
４
月
１
日
施
行
の
条
例

２
件
の
専
決
処
分
の
承
認
。

①
川
根
本
町
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
平
成
28

年
３
月
31
日
に
公
布
さ
れ
、

４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
伴
う
非
課
税
施
設

の
拡
充
な
ど
。

②
川
根
本
町
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

国
の
改
正
に
伴
い
低
所

得
者
の
保
険
料
の
５
割
・

２
割
軽
減
対
象
の
所
得
を

引
き
上
げ
軽
減
の
拡
充
。

◎
川
根
本
町
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

高
額
所
得
者
の
賦
課
限

度
額
の
引
き
上
げ
。
医
療

分
で
52
万
円
を
54
万
円
に
、

後
期
支
援
分
で
17
万
円
を

19
万
円
に
、
計
４
万
円
引

き
上
げ
、
総
額
85
万
円
か

ら
89
万
円
に
な
り
ま
す
。

全議案、原案通り可決！
 

６月
定例会

（採決表Ｐ３）

国保税据え置き！
　平成２８年度の国民健康保険税は、前年度に引き続き据え置きとなりました。
　据え置きで見込まれる不足分に一般会計から国保の支払い準備基金へ繰り
入れを行い、不足が生じたら基金を取り崩して充てる方針です。

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容

　

平
成
₂₈
年
第
２
回
定
例
会
が
６
月
９
日
〜
₂₄
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
９
日

初
日
の
本
会
議
で
、
町
長
か
ら
繰
越
明
許
費
の
繰
越
計
算
書
２
件
・
専
決
処
分
２

件
・
町
道
認
定
１
件
・
補
正
予
算
２
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
₁₆
日
（
２
日
目
）

の
本
会
議
で
、
議
案
に
対
す
る
質
疑
・
討
論
の
後
、
採
決
が
行
わ
れ
、
す
べ
て
の

議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
追
加
議
案
で
、
条
例
改
正
１

件
・
補
正
予
算
２
件
が
上
程
さ
れ
、
最
終
日
の
₂₄
日
、
質
疑
・
討
論
の
後
、
採
決

が
行
わ
れ
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
請
願
１
件
は
、
第
１
常
任
委
員
会
で

審
査
し
た
後
、
本
会
議
で
採
決
が
行
わ
れ
、
反
対
多
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
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６
月
16
日
（
２
日
目
）

提
出
・
24
日
採
決
の
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
は
３
３
３
１
万
円
増

額
で
、
補
正
後
の
総
額

63
億
３
４
４
８
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
内
容
は

国
県
支
出
金
３
２
３
万
円
、

繰
越
金
で
３
０
０
７
万
円
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
繰
出
金
２
７
３
１
万
円
、

○
林
業
費
で
国
の
地
方
創

生
交
付
金
を
活
用
し
た
木

材
活
用
調
査
委
託
料

６
０
０
万
円
。

◎
川
根
本
町
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　
28
年
度
の
国
保
税
率
を

据
え
置
く
こ
と
で
、
不
足

分
を
一
般
会
計
よ
り
繰
り

入
れ
、
一
旦
、
基
金
に
積

ん
で
不
足
分
に
充
て
る
。

補
正
額
２
６
７
５
万
円
増

額
し
、
補
正
後
の
総
額
を

10
億
３
９
９
５
万
円
と
す

る
。

そ
の
他
の
議
案

○
町
道
路
線
の
認
定
。
路

線
名
（
高
郷
八
代
郷
支
線
）

静
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員
選
挙

町
の
部
（
欠
員
１
人
）

　

候
補
者
（
川
根
本
町
）

　
　

太
田
侑
孝
氏　

11
票

　

候
補
者
（
清
水
町
）

　
　

森
野
善
広
氏　

１
票

請

願

審

査

○「
所
得
税
法
第
56
条
の
廃

止
を
求
め
る
意
見
書
」
の

提
出
を
求
め
る
請
願
が
島

田
民
主
商
工
会
婦
人
部
よ

り
提
出
さ
れ
、
紹
介
議
員

に
鈴
木
・
芹
澤
・
薗
田
の

３
人
が
連
署
。
第
１
常
任

委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

家
族
労
賃
を
経
費
に
認
め

な
い
条
文
の
廃
止
を
求
め

る
も
の
で
、「
経
費
に
で

き
る
青
色
申
告
が
あ
る
の

で
廃
止
す
る
必
要
は
な
い
」、

「
専
門
的
な
知
識
が
必
要
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

国
保
税
条
例
の
賦
課

限
度
額
の
引
き
上
げ
に

所
得
税
法
第
56
条
の

廃
止
を
求
め
る
請
願
に

�

鈴
木
多
津
枝

　

昨
年
度
の
４
万
円
引
き

上
げ
に
続
き
、
今
年
度
も

４
万
円
も
引
き
上
げ
る
の

は
ひ
ど
い
話
だ
。
対
象
者

も
少
な
く
増
収
額
は
17
万

円
ほ
ど
し
か
な
く
、
効
果

よ
り
増
額
と
な
る
方
の
打

撃
の
方
が
深
刻
。
限
度
額

は
町
に
決
め
る
権
限
が
あ

り
、
税
率
を
据
え
置
く
当

町
で
、
わ
ず
か
数
人
の
高

額
所
得
者
へ
負
担
増
を
強

い
る
理
由
は
全
然
な
い
。

賛
成
!!�

中
澤
　
莊
也

　

法
定
限
度
額
の
幅
、
時

期
と
い
う
も
の
は
、
市
町

で
判
断
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
言
う
事
が
法
律
に
も

定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
国
保
被
保
険

者
の
負
担
能
力
を
考
え
た

場
合
の
限
度
額
の
増
で
あ

り
、
国
保
保
険
料
の
平
準

化
に
つ
な
が
る
と
判
断
し
、

国
保
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
賛
成
し
ま
し
た
。

　
　�

鈴
木
多
津
枝

　

家
族
従
業
者
の
８
割
が

女
性
の
現
状
で
、
配
偶
者

と
そ
の
家
族
が
事
業
に
従

事
し
た
と
き
、
対
価
の
支

払
い
を
必
要
経
費
に
算
入

し
な
い
と
い
う
条
文
自
体

が
個
人
の
尊
重
や
法
の
下

の
平
等
、
両
性
の
平
等
、

生
存
権
、
労
働
の
権
利
、

財
産
権
な
ど
を
定
め
た
憲

法
違
反
も
甚
だ
し
く
国
際

社
会
的
に
も
廃
止
は
当
然
。

反
対
!!�

小
籔
侃
一
郎

　

一
昨
年
１
月
法
改
正
で

白
色
で
も
記
帳
が
必
要
と

な
り
、
青
色
と
の
差
は
ほ

と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。
青

色
申
告
で
は
単
式
簿
記
で

も
10
万
円
の
所
得
控
除
も

あ
り
「
家
族
従
業
者
の
対

価
は
必
要
経
費
に
」
と
い

う
求
め
に
も
答
え
る
も
の

で
、
青
色
申
告
制
度
が
確

立
さ
れ
て
い
る
現
状
で
の

意
見
書
提
出
を
求
め
る
請

願
に
は
同
調
し
か
ね
ま
す
。

議　　案（６月１６日審査結果） 薗
田

坂
本

野
口

根
岸

芹
澤

山
本

中
田

小
籔 森 鈴

木
中
澤

承認第３号専決処分（川根本町税条例の一部を改正する条例） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
承認第４号専決処分（川根本町国民健康保険税条例の一部を改正
する条例） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

町道路線の認定について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
平成２８年度川根本町一般会計補正予算（第１号） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
平成２８年度川根本町いやしの里診療所事業特別会計補正予算（第１号） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議　　案（６月２４日審査結果）

川根本町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯
平成28年度川根本町一般会計補正予算（第２号） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
平成28年度川根本町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
「所得税法第５６条の廃止を求める意見書」の提出を求める請願 × × × × ◯ × × × × ◯ ×

※議長は採決に入りません

採 決 表

賛
成
!!

反
対
!!
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